
● 建設産業委員会

 ◆ 消防団の設置等に関する条例の一部改
正・消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正について

　社会情勢の変化、居住人口の減少等により、
団員確保が難しくなってきている状況があり、
第5分団を第6分団へ編入、大規模災害消防団員
の導入、学生の消防団の入団促進を図ります。
　委員からは、団員確保が困難になっている状況
に理解を示す意見がある一方、今年の消防操法
大会で第3分団が県で3位の成績を納めた時に受
けた感動が紹介され、消防団にかける心意気など
にストーリー性を持たせて、新しい団員を募集す
る際のアピールポイントとして訴えていくなど、
募集広報の工夫について意見が出されました。

 ◆ 教育会館施設整備事業について
　教育会館に全天候型のこどもの遊び場を整備
するとともに、教育会館を若者や高齢者を含む
多世代が利用できる施設に改修するための実施
設計予算が計上され、当委員会でも内容につい
て説明がありました。
　委員からは中央公園と教育会館の連携の中で

 ◆ 上下水道料金制度審議会の開催状況
 　 について
　これまで行われた4回の審議会の内容について
説明がありました。審議会では、人口減少等によ
る料金収入の減少や物価上昇等による維持管理
費の増加などにより、今後さらに赤字の増加が
見込まれ、最大限の経営努力を行っても、なお収
入が不足する状況であることから、料金改定が
必要であること、また、水道料金改定の実施時
期を令和10年4月からとした場合に、料金算定期
間となる令和10年度から14年度の5年間の赤字
を解消するためには、現行の約1.3倍の改定が必
要との説明を行った旨の報告がありました。
　委員からは、直近の値上げが15年前となって
いるが5年ごとに料金改定を見直す方が良いの
ではという意見や、市民負担を少しでも軽くす
るために地方から声を上げて国の支援を求めて
いくべきといった意見が出されました。

 ◆ 長尾山総合公園の各種事業の渋滞
 　 対策について
　現在臨時駐車場として使用している道の駅隣
接地の将来の分譲を見据え、費用面やおもてな
し、観光の相乗効果などを考慮してスキージャ
ム勝山を新たな臨時駐車場とする方針であり、
次の10月、11月の3連休に試験的に運用を予定
している旨の説明がありました。

　審査の結果､議案4件について全て可決しました｡

　　市道法面の草刈りに対して、何らかの対策
が必要と考えるが、補助金等の対応を行う考え
がないか。
　　市道法面は市が管理する必要があるが、市
道総延長446kmすべての法面を市が直接草刈り
することは困難であり、地域の協力に深く感謝
申し上げる。市では地域の負担軽減のため、防
草シートや生コンクリートの原材料提供制度を
設けているほか、草刈機等に加えて作業効率の
高いラジコン草刈機の貸出についても準備を進
めており、これら支援策の活用を周知していく。
　近年は人口減少や高齢化の進行、夏期の熱中
症警戒情報発令など、作業環境の悪化が想定さ
れる。また、市街地でも空き地が増加し、野生
動物の出没が多発するなどの状況もある。道路
の通行の安全確保のほかに、生活圏における安
全で安心な環境の保全を目的とし、鳥獣害対策
や防犯対策なども考慮しながら、地域での活動
に対する支援策について検討を進めていく。
　　災害対策本部設置時に手狭であるため、市
庁舎会議室を、隣接する会議室を含めて改装す
る予定だが、暫定的な対応では費用の無駄にな
る可能性がある。対応を考えられないか。
　　現在は第1会議室を災害対策本部として活
用している。市では災害対策本部の運営強化の
ため訓練を積み重ねているが、実際に大規模災
害が発生した場合、本部運営職員をはじめ県、
自衛隊、警察等の関係機関の応援も必要になる
ことから、第1会議室だけでは賄いきれないと
いう課題が洗い出された。このため、第2会議
室と一体的に活用することで円滑な情報収集及
び情報共有を可能とする機能強化を図りたい。
またプロジェクター投映可能なホワイトボード
シートの設置やモニターの据え付けなどの改修
も行う予定である。庁舎が有効活用できるよう
に、議員からの提案は検討し、考えていく。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　市は、エコミュージアムの活動の理念をジオ
パークにおいて発展的に展開してまちづくりを
推進してきたが、今後の方向性について、どの
ように考えているのか。
　また、地区単位で人口や世帯数、組織体制、
区費、祭りや行事、空き家など、地域の情報や
将来の姿を共有し、解決に向けた基本情報を収
集する集落カルテ事業をすべきだ。
　　ジオパーク活動で培った成果は今後も引き
継ぎ、恐竜に重点を置いたまちづくりを積極的
に進める。全国の中高生を対象とした恐竜学習
プログラムの提供や、小学5年生対象の「かつ
やま恐竜スクール」の内容充実、市民向けの恐
竜学習講座の開催を考えており、これらの活動
で学びと誇りを育むとともに、観光・教育・産
業に展開して持続可能なまちづくりを進めてい
きたい。
　また、昨年「自治会活動に関する現状調査」と
題して、集落カルテと同様の設問のアンケートを
全区長対象に実施した。集落カルテ事業を段階
的に進め、持続可能な地域づくりを目指す。

　　消防団の拡充・強化について、今後どのよ
うに入団を促し、団員を確保するのか。また、
県立大学恐竜学部のキャンパスが開校し、学生
たちが市内で暮らし始める。機能別消防団員制
度の大学生防災サポーターとして活躍していた
だけないか。
　　消防団員は一定の確保はしているが、担い
手不足により分団の編入や大規模災害団員制度
の導入を進めている。今後も組織体制のあり方
や団員確保について検討していく。また、来年
度開校の県立大学恐竜学部勝山キャンパスの学
生については、地域との関係性を育んで欲しい
とも考えており、基本団員としての任用を考え
ている。地域社会に貢献した学生消防団員に
は、就職活動を支援する勝山市学生消防団活動
認証制度があるため、これを学生に周知し積極
的に勧誘を図っていく。

● 市道の管理について
● 防災対策費について
その他の質問
・ドッグランの管理について

一般質問  議:議員／理:理事者

● まちづくりについて
● 消防団について
その他の質問
・日本遺産の取り組みについて

青果市場建設状況

　委員からは、スキージャム勝山は遠すぎるの
ではないか、雁が原など別の場所は考えられな
いのか等、様々な意見が出されました。
　理事者からは、臨時駐車場の候補地を検討し
た上で、現在の道の駅、越前大仏の2か所での運
用から1か所での運用とすることにより、経済性
や利便性等で市にも観光客にもメリットがある
ことや、遠方から数時間かけて来た観光客が恐
竜博物館が見える位置で渋滞により更に1時間以
上待つことを考えると、もっと短い時間で到着
できるスキージャム勝山なら理解を得られるの
ではないかと考えている旨、説明がありました。

 ◆ 勝山温泉センター「水芭蕉」について
　「水芭蕉」は、指定管理制度を行ってきまし
たが、譲渡を基本的な方針とし、譲渡を行うこ
とで民間運営によるサービス向上と市の負担軽
減を図りたいとの説明がありました。譲渡条件
は、「建物及び源泉を含めた施設・設備につい
ては無償譲渡、土地については売却又は賃貸と
し、温浴施設の運営を20年以上行うものとす
る。譲渡を前提に手続きを進めるが、譲渡に至
らなかった場合には公募によらない指定管理に
より、指定管理期間を1年間とする暫定的な管理
運営を行う」となっています。

 ◆ 青果市場建設状況について
　道の駅「恐竜渓谷かつやま」に隣接する青果
市場の建設状況を視察しました。地元農産物を
使用する飲食施設も併設されており、農業振興
と地域の活性化が期待されています。今後の予
定としては、令和7年10月下旬に市場施設を先
行オープン、令和7年11月上旬には全館（飲食
物販・市場施設）オープンとなります。

「令和6年度自治会活動に関する
現状調査の集計結果」 ⇒

トイレの設置位置等が定まっていないこと、中庭
はどのようにしていくのか、これまでの議論で確
定していない部分について質疑がありました。
　理事者からは設計の中で工事費、優先順位も
含めて検討した上で、意見も聞きながら確定し
ていきたいとの説明がありました。
　委員からはこの確定にあたって市民とのワー
クショップの方法についても質疑がありました。
　理事者からは、ある程度案ができた段階で、
各団体の代表の方々の意見を取り入れるワーク
ショップを考えているとのことでした。
　委員会では今後の進捗も含め、審査を続けて
まいります。
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